
 

１ 題材名「とっておきの秘密基地をつくろう」 第５学年 Ａ表現（１）・Ｂ鑑賞（１） 

 

２ 題材について 

今回の題材は、子どもたちが秘密基地をつくる場所を見付けるところから始まる。そこに必要な材料を準備し、

選んだり、組み合わせたりしながら秘密基地をつくっていく。今回製作する秘密基地には設計図がない。そのた

め、場所や材料の形や色、質感などの特徴を生かし、想像力を働かせながら製作することになる。このような活

動を通して、自由な発想から材料を見立てて、表現する力を身に付けさせたい。 

 指導に当たっては、材料を秘密基地に利用するときに「○○みたい！」と言葉で表現させることでイメージの

共有が図れると考えた。一人一人が思い付いたことを話し合い、発想を刺激し合いながら、グループの発想や表

現を大切にした造形活動を展開したい。また、鑑賞の活動に当たっては、友達の作品のよさを認め合い、材料の

見立て方や表現の工夫にも気付けるようにしたい。 

「とっておきの秘密基地をつくろう」の学習を通して、材料の特徴や場所の雰囲気を考えながら、イメージを

形にする楽しさと作品を完成させる達成感を味わわせるとともに、普段の学校生活で何気なく目にしている場所

に、目をひくような作品を製作できればよいと考える。 

 

３ 題材の目標 

・場所や材料の特徴に関心をもち、自分たちの作品をつくることを楽しむ。 

・場所や材料の形や色、質感などの特徴から、つくりたい基地のイメージを考え、材料や用具の扱い方を工夫し

て表す。 

・他のグループの基地のよさや表し方の工夫を捉える。 

 

４ 準備物 

児 童･･･軍手、班ごとに秘密基地をつくる材料（木切れ、ダンボールなど） 

指導者･･･のこぎり、金づち、釘、麻糸、針金、ボンド、材料各種（自然木など） 

 

５ 学習計画（全 10時間） 

（１）秘密基地をつくる場所を見つける。･･･････････････････････････････････････････（１時間） 

（２）身近な物で秘密基地をつくる材料を集める。･･･････････････････････････････････（２時間） 

（３）場所や材料の特徴から材料や用具を生かして秘密基地をつくる。･････････････････（６時間）本時４/６ 

（４）完成した秘密基地で遊び、それぞれの作品のよさや工夫点を発表し合う。･････････（１時間） 

 

６ 題材の評価規準 

造形への 
関心・意欲・態度 

発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

・場所や材料の特徴に関心

をもち、自分たちの作品を

つくることを楽しんでい

る。 

・場所や材料の形や色、質

感などの特徴から、つくり

たい基地のイメージを考

えている。 

・場所や材料の特徴を生か

しながら、材料や用具の扱

い方を工夫している。 

・他の秘密基地を訪ね、他

のグループの基地のよさ

や表し方の工夫を捉えて

いる。 

 

７ 指導と評価の計画 

児童の活動   指導上の留意点（■指導 ★評価） 

 

 

１．班ごとに作品の進行状況を発表する。 

 

 

■材料からどのようにイメージしたのかを伝えるよ

うに促す。  

２．班ごとに秘密基地をつくる。 ■安全に注意しながら作業させる。 

★班で協力しながら主体的に製作を行っている。 

（造形への関心・意欲・態度） 

★場所や材料の形や色、質感などから、想像を膨らませ、材料

を見立てている。（発想や構想の能力） 

３．本時の振り返りをする。 ■本時の製作で工夫した点、苦労した点や次の活動への見通し

などを発表させる。 

 

「とっておきの秘密基地」をつくろう！ 



 

１ 題材名「いいな いいな あったらいいなこんな実」 第２学年 Ａ表現（２）・Ｂ鑑賞（１） 

 

２ 題材について 

本学級では、その日に頑張ったことがあると、学級のシンボルツリーに「えがおの実」を付ける活動をしてい

る。「えがおの実」を増やそうと、様々な活動に積極的な姿勢で取り組む児童が多くなってきている。 

この題材では、「えがおの実」の取組を関連付けることで、題材を自分のものとして捉え、自分が心の中に思

い描いたことを自由に表現できるのではないかと考えた。さらに、国語科の「あったらいいな こんなもの」と

いう単元とも関連付け、実の発想をより豊かに広げることができるようにした。 

指導に当たっては、子どもの発想を大切にし、その形や色の面白さに共感しながら、自分だけの「あったらい

いな」と思う実を自由に表現する喜びを味わわせたい。そして思い描いた実の形や色、模様などの特徴を基に、

様々な材料から自分のイメージに合うものを探し、組み合わせ方を考えながらつくる活動を楽しませたい。また、

友達同士の活動の交流を通して、表現の面白さや工夫などを互いに認め合い、さらに自分の表現に生かすように

したい。 

 

３ 題材の目標 

 ・「あったらいいな」と思う実を興味をもってつくるとともに、つくりだす喜びを味わう。 

 ・つくりたい実の形や色などについて豊かに発想し、様々な材料の形や色の組合せを試しながら表し方を工夫す

る。 

 ・自分や友達の作品を見せ合い、表現のよさや面白さを味わう。 

 

４ 準備物 

児 童…木の実、タオル、水彩絵の具、新聞紙、身近な空き容器、爪楊枝、モール、ビー玉、おはじき、ビー

ズ類等 

指導者…紙粘土、油性ペン、水性ペン、セロハンテープ、接着剤 

 

５ 学習計画（全３時間） 

（１）様々な材料を用いて自分の作品をつくる。･･･････････････････････････････････（２時間）本時２/２ 

（２）出来上がった作品のよさを味わう。･････････････････････････････････････････（１時間） 

 

６ 題材の評価規準 

 造形への 
関心・意欲・態度 

発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

「あったらいいな」と思う

実を、興味をもってつくろ

うとしている。 

自分のつくりたい実を想

像しながら、どんな形や色

の実にしようか考えてい

る。 

発想した実をつくるため

に、様々な材料の形や色の

組合せを試しながら表し

方を工夫している。 

つくったものを見せ合い、

自分や友達の表現のよさ

や面白さに気付いている。 

 

７ 指導と評価の計画 

 児童の活動 指導上の留意点（■指導 ★評価） 

前 
 

時 

 

 

 

自分が考えた実のイメージを発表する。 

 

 

 

（国語科「あったらいいな こんなもの」の単元で、自分がつ

くりたい実を発想し、ワークシートにメモやスケッチをさせて

おく。） 

★自分のつくりたい実を想像しながら、どんな形や色の実にし

ようか考えている。（発想や構想の能力） 

集めた材料を使って実をつくっていく。 

実の芯をつくり、紙粘土で芯を包み、実

のおおよその形をつくる。 

■できるだけ多様な材料を提示する。 

 

■空き容器や新聞紙を使って芯をつくる方法を示す。 

あったらいいなと思う実をつくろう！ 



本 
 

時 

自分の考えた実になるように、身近な材

料を付け足したり、部分的に着色したり

する。 

■自分の考えた実にするためにどんなことをしたらよいかを

考えさせ、表現を工夫させる。 

★実をつくる活動を楽しんでいる。 

（造形への関心・意欲・態度） 

■粘土の扱いを工夫したり、粘土べらで凹凸を付けたり、身近

な材料を付け足したりして表現を工夫するように導く。 

★様々なものの形や色の組み合わせを試しながら表し方を工

夫している。（創造的な技能） 

本時の活動を振り返る。 ■気に入った実の形、色、材料の使い方、全体の印象などから

発表させる。 

 


